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論   文

生活行動変容のための段階的変化モデルに基づく喫煙に関する実態・意識調査
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平成14年に制定された健康増進法に,受動喫煙の防止が条文化され,禁煙を目標にした国家的取り組みが

積極的に実施されるようになり,禁煙に対する国民の意識も高まってきている.しかし,筆者の周囲を見る

限り,若い世代の喫煙者が増加してきていると感じる.身近にいる喫煙者に禁煙支援を試みるものの,成功

に至らない.そ こで,今後の禁煙支援に役立てるため,一般市民より無作為に抽出された60人を対象に,平

成28年 7月 ,配紙法,無記名で喫煙に関する実態調査を行なった.

内容は①喫煙の有無,②喫煙状況,0喫煙・禁煙に対する意識,0禁煙中の状態,0ニ コチン依存度を判
定するテスト等である.

喫煙経験者における段階的変化モデルのステージ別分布では無関心期が4■7%,維持期が30%と 多かった
が,反面,関心期・実行期の該当者はゼロであった.年代別では40代 (1&3%),50代 (16.7%)の 者に喫煙

率が高く,職業別では,サ ラリーマン (サービス業,営業)の喫煙率が3■7%と 高かった.さ らに,喫煙経
験者の喫煙開始時期は大学生 (444%)が最も多く,わずかではあるが中学生も44%含まれていた.喫煙開

始理由として「興味があった」(533%)が 最も多かった.無関心期 (禁煙の意志なし)の 中で,健康に悪
いと分かっているにも関わらず,禁煙意志のない者が367%であった.維持期 (禁煙 6か月以上)の者は,

健康のためや家族のためなどの理由から禁煙を開始し,現在に至っているが,吸いたくなる時もあったと回

答した者も61%い た.ま た,非喫煙者は自己・家族のために喫煙をしないが,他人の喫煙は自由であると考
えている者も40%いた.

これより,喫煙経験者の多くが男性で,働 き盛りの40代 .50代のサラリーマンに喫′1聖率が高かった。これ
は,複雑な業務や人間関係等によるストレスを抱えているためと考えられる.ま た,同居者に喫煙者が少な
いことから,喫煙は社会環境の影響が大きいことが伺える.喫煙開始時期は高校生や大学生に多く,興味本
位から喫煙を始めることが問題であると考える.禁煙者の多くは,自 己および家族の健康のために禁煙する
ことが多く,非喫煙者は喫煙経験者よりも健康意識が高いが,他人の喫煙には関与しない傾向が伺えた.

今後,若者が喫煙しないための早期の事前指導や,喫煙者が可能な限り短期間に禁煙に向けての行動変容
ができる社会環境を整備していくことが重要であると考える.本研究から得たことを活かし,歯科衛生十と
して喫煙者の心理を理解し,寄 り添って禁煙支援を行い,喫煙者を1)I口えらしていきたい.
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I.緒 言

平成14年のわが国における健康増進法制定
1)に
よ

り,受動喫煙の防止が条文化され,禁煙に対する取
り組みが多くなった.ま た,日 本だけでなく,世界
的な活動として2005年 にはWHO(世 界保健機関)
によるたばこ規制枠組条約が制定された

2).さ
らに

近年,大学や職場などでは禁煙に向けての対応が活
発になり,現在では殆どの施設で禁煙となっている。

また,公共施設における禁煙・分煙や未成年者喫煙
禁止法
3),病
院における禁煙外来の設置など,様々

な取 り組みが行われてきた。平成12(2000)年 ,わ
が国の21世紀における国民健康づ くり運動 として

「健康 日本21」 が策定されて以降,平成25(2013)

年の「健康日本21(第 2次 )」 においても,喫煙がテー

マとして組み入れられ, メディアにも取り Lげられ

ることが多くなった
4).現
在では,喫煙は生活習慣

病として捉えられ,全身疾患との関連が証明されて
きている

5).

その結果.わが国の喫煙率は,平成16(2004)年

には男性433%.女性120%で あったのに対し,平
成26(2014)年 には男性322%、 女性8596に まで減

少した.その中で喫煙率が最も高い年代は,男女共
に30代 で男性443%,女性14.3%で あり,つ ぎに,

40代 ,50代 と続いた6).筆者の父も50代の喫煙者で

あるが,再三の注意。指導にも関わらず,禁煙に至っ

ていない.なぜ,身体に害のある物を自ら好んで喫
煙するのか,なぜ,国はたばこを生産し続けるのか
と,常 にその疑間を持ち続けてきた.そ こには,た
ばこが貴重な国や地方自治体の財源 (国 たばこ税 ,

地方たばこ税,たばこ特別税,消費税)と なってい

るという背景がある.特に地方たばこ税は年間 1兆
1,056億 円といった財源になっていることから,た
ばこの生産廃上に繋がらないのではないかと言われ

ている
7)。

また,筆者自身.歯科衛生士として,父
に禁煙支援を試みているものの,未だに禁煙に誘導
できず,その難しさを痛感している.こ れらの背景
から今後,歯科衛生業務として行う禁煙支援に役立
てることを目的に喫煙経験者等の喫煙実態や生活背

景,心理面について調査した.

Ⅱ.対象および方法

1.対象
対象は,新潟市およびその近隣市町村に在住する

市民より,無作為に抽出された60人 (男47人,女 13

67

人)で,対象者の平均年齢は438± 16.3歳 である。
年代別では,10代が 3人,20代が14人 ,30代が 6人 ,

40代が15人 , 50代が13人 , 60代が 6人 , 70代が 3人

である.

2.時期および方法
本調査は,平成28年 7月 に配紙法により,選択式
および一部記述式,無記名で実施した.

3.内容
調査内容は,全員を対象に①喫煙の有無,②喫煙
状況,0喫煙・禁煙に対する意識,④禁煙中の状態・

方法等について,喫煙経験者を対象に行動変容理論
と健康教育プログラムを組み合わせた段階的変化モ

デル (無関心期,関心期,準備期,実行期,維持
期)8)を応用して個々に質問項目を設定し,実施し
た。また,禁煙外来受診 (保険適用)の要件となる
喫煙経験者のエコチン依存度を知るため,ニ コチン

依存症を判定するテス ト (以 下,TDS i TabacO

Dependence Screenerと いう)9'を 行った.

4.倫理的な配慮
本研究について,0本研究・調査の趣旨および内
容,0得 られたデータは研究以外には使用しない,

③匿名化しプライバシーの保護に配慮する,④個人
的な情報は公表しない,こ とを書面に基づき対象者
に説明し,同意を得た。

Ⅲ.結 果

1.喫煙経験者・非喫煙者の現状
(1)喫煙経験者 。非喫煙者の男女別割合

喫煙経験者 (現在喫煙者十過去喫煙者)お よび非
喫煙者の男女別割合は,対象の男性47人,女性13人

中,男性は93.6%(44人 ),女性は7.6%(1人 ),非
喫煙者の男性は64%(3人 ),女性は924%(12人 )
であった.

(2)喫煙経験者 (段階的変化モデルのステージ別)・

非喫煙者の分布

喫煙経験者 (段階的変化モデルのステージ別)を

①無関心期 (禁煙する気がない),②関心期 (6か
月以内に禁′1豊 したい),C)準備期 (1か月以内に禁

煙したい),0実行期 (禁′1璽 して6か月以内),⑤維
持期 (禁煙して6か月以上), の5つ に,0非喫煙
者 (日 常喫煙習慣はない),を加え6つ に分けた.

無関心期は4■7%(25人 ),関心期と実行期は該当
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図 1 喫煙経験者 (ス テージ別 )・ 非喫煙者の分布
(n=60)

者がおらず,準備期は33%(2人 ),維持期は30%(18
人),非喫煙者は25%(18人 )であった.喫′|■経験

者のステージ別分布および非喫煙者は図 1に示すと

おり,最 も多かったのは,無関心期の4■7%(25人 ),
つぎに,維持期の30%(18人 )と 続き,関心期と実

行期に該当する者はゼロであった (以後,関心期と

実行期については,該当者がいないため表示を省

略).ま た,非喫煙者は25%(15人)であった。

(3)喫煙経験者・非喫煙者の年代別分布

喫煙経験者および非喫煙者の年代別分布は図 2に

示すとお り,喫煙経験者で最も多いのは,40代 の

183%(11人 )で ,つ ぎに,50代の167%(10人 ),

20代の15.0%(9人 )と 続き,10代はゼロであった.
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図2 喫煙経験者・非喫煙者の年代別分布 (n=60)

非喫煙者は20代 の8.3%(5人 )が最も多 く,50代
の67%(4人 )と 続 き,30代 。60代・70代 はゼロ

であった.

さらに,喫煙経験者の各ステージおよび非喫煙者

における年代別分布は図 3に示すとおり,無関心期

(禁煙の意志なし)が最多の25人で,20代 と50代 の

者の占める割合が高かった.つ ぎに維持期 (禁煙を

して 6か月以上)が 18人で,40代 と30代の者が多く

占めた。また,非喫煙者は20代が最も多く,つ ぎに,

50代 と続いた。準備期 (1か月以内に禁煙開始)は ,

40代のわずか 2人のみであった.尚,関心期・実行

期の該当者はゼロであった.
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(4)喫煙経験者・非喫煙者の職業別分布

喫煙経験者および非喫煙者の職業別分布は図 4に

示すとおり,喫煙経験者は,会社員 (サービス業・

図 4 喫煙経験者・非喫煙者の職業別分布
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営業)が32%(19人 )と 最も多く,つ ぎに公務員・

団体職員,学生が多かった.非喫煙者は学生の15%

(9人)が最多であった.

(5)喫煙経験者・非喫煙者の同居家族における喫煙

者の有無

喫煙経験者 。非喫煙者の同居家族における喫煙者

の有無 は,「 な し」が81.7%(49人 ),「 あ り」が

18.3%(11人 )で ,喫煙者には父 。母・夫・兄弟 。

祖父母・子が上り,予想以上に同居家族の喫煙者は

少なかった.

2.喫煙経験者の実態 (45人 )
(1)喫煙開始時期

喫煙経験者の喫煙開始時期は,図 5の Aに示すと

おり,大学生が最も多 く,44.4%(20人 ),つ ぎに,

高校生が28.9%(13人 )で経済力のない在学中の比
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表 1 ニコチン依存度を判定するテス ト (丁DS)

設  問
はい

(1点 )

いいえ

(0点 )

Ql 自分が吸うつもりよりも,ずっと多くタバコを吸ってしまうことがありましたか

Q2 禁煙や本数を減らそうと試みて,できなかったことがありましたか

Q3
禁煙したり本数を減らそうとしたときに, タバコがほしくてほしくてたまらなくなることが

ありましたか.

Q4

禁煙したり本数を減らしたときに,次のどれかがありましたか

イライラ 眠気 神経質 胃のむかつき 落ち着かない

〕Rが遅い 集中しにくい 手のふるえ ゆううつ

食欲または体重増加

Q5 上の症状を消すために,ま たタバコを吸い始めることがありましたか.

Q6 重い病気にかかったときに, タバコはよくないとわかっているのに吸うことがありましたか

Q7 タバコのために自分に健康問題が起きているとわかっていても,吸うことがありましたか

Q8 タバコのために自分に精神的問題
Xが
起きているとわかっていても,吸うことがありましたか

Q9 自分はタバコに依存していると感じることがありましたか

Q10 タバコが吸えないような仕事やつきあいを避けることが何度かありましたか

合 計 (合計点が 5点以上でニコチン依存症の可能性が高いと判定される) 占

入

５

4

3 3

2 2 2
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図6 ニコチン依存度を判定するテス ト (丁 DS)の分
布 (n=20)

3.喫煙経験者 (ス テージ別)の実態
(1)無 関心期 (25人 )

禁煙外来における保険適用の条件の一つにニコチ

ン依 存 度 を判 定 す る テ ス ト (TDS:Tabacco

Dependence Screener)(表 1)の 点数が 5点以上
であることがあげられている。無関心期25人 中,回

答した20人の結果は,図 6に示すとおり,4点が最
も多く20%(4人)で,保険受診の対象となる5点
以上は,40%(8人 )であった。平均点は4.4点 で
0～ 10点 までばらつきが大きかった.

また,「健康上の恐怖」の有無については,感 じ

較的早期に喫煙をしていた.ま た,わずかではある

が中学生が44%(2人 )いた.

(2)喫煙開始理由 (複数回答)

喫煙経験者における喫煙開始理由は,図 5のBに

示すとおり,「興味があった」が無関心期に30.6%(15

人),準備期に4.1%(2人 ),維持期に24.5%(12人 )
であった。また,つ ぎに多かったのは,「人に勧め

られた」で,無関心期に18.4%(9人 ),維持期に
12.2%(6人 )で あった.「ス トレス解消のため」
は無関心期に82%(4人 ),維持期に2.0%(1人 )
であった。

(3)喫煙時間帯 (複数回答 )

喫煙時間帯は,図 5の Cに示すとおり,毎食後が

最も多く,305%(25人),つ ぎに休憩時間の256%
(21人 )が多かった.

(4)喫′1亜経験者 (準備期・維持期)の禁煙理由

禁煙理由は「健康の為」が45%(9人 )で,つ ぎ
に「家族の為」が,維持期 (25%)と 準備期 (5%)
を合わせた35%(7人 ),「金銭面」が10%(2人 )
と続いた。

(5)過去喫煙者の維持期における離脱 (禁断)症状

過去喫煙者の維持期における離脱 (禁断),り壺状は

図 5の Dに示すとおり,「 とても吸いたくなる」が

70%,「イライラする」が20%,「眠れない」が10%

であった.



ている者は56%(14人)で,感 じていない者は44%

(11人)で あった。さらに,禁煙をしたいと思って
いる者は24%(6人 )で ,禁煙したくないと思って
いる者は76%(19人 )と 多かった。

(2)維持期 (18人 )

禁煙 して 6か月以上を経過している維持期の者

は,「 自力できっぱり止めた」が67%(12人 ),「 自

力で少しずつ止めた」が33%(6人 ),「禁煙外来を
受診した」はゼロであった.ま た,禁煙にあたり,
周囲の協力があった者は 1人のみで,17人は周囲の

協力なく止められた。さらに,禁煙中にたばこを吸
いたくなったことがある者は61%(11人 )であった.

4.非喫煙者の実態 (15人 )
非喫煙者が喫煙しない理由は,図 7に示すとおり,

「身体に良くない」が733%(11人 ),「他人に害を

たえる」が13.3%(2人 )な ど,「健康上の理由」
が多かった.ま た,禁煙中にたばこを吸いたくなっ

た者は 1人のみで,93.3%(14人 )は吸いたいと思

わなかったと答えた.さ らに,喫煙者に対する思い

は,「 やめてほしい」が53.3%(8人 )であったも
のの,「本人の自由」と関与しない者が40%(6人 ),
「害のないたばこにしてほしい」が 1人であった.

Ⅳ.考 察

1.喫煙経験者・非喫煙者の状況
市民60人を対象に調査した結果,男性の喫煙率が

73.3%と 高く,男女の喫煙の差が大きかった.社会

的要因があることが考えられる.昔から男性は外で

働き,女性は家庭に入るという考え方があるように,

現代も男女の就業者率は男性の方が高い
1°
。そのた
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め,仕事などのストレス解消のためや家庭を支える

などといった負荷から喫煙という行動に出るのでは

ないかと考えた。また,女性は男性よりも美容や健

康に対する意識が高いと思われることから,喫煙率

が低いのではないかと考えられる.

年齢別分布からは,40代 ,50代 と,筆者と同世代
の20代の喫煙率が高い結果であった。40代 ,50代の

喫煙率が高くなる要因として,前述のとおり,社会

的ス トレスが高く,30代 より20代が高い要因は,就
職や大学入学等による新しい環境の中で,上司や上

級生との交流も増えることから,付 き合いでたばこ

を勧められ,断れずにいたり,興味を持って喫煙が

習慣化してしまい,止められなくなるのではないか

と考えられる.

職業別喫煙割合は,会社員 (サービス業・営業 )
の3■7%,学生の10%,公務員 。団体職員の10%の
順に高かった.調査対象者の抽出に偏りがあったこ

とも考えられるが・サービス業や営業のサラリーマ

ンに喫煙者が多かったのは,仕事上,ノ ルマや様々

な人との関わりなど、多大なス トレスや気遣いのた

めと思われる.

行動変容の段階的ステージ別分布では,無関心期

(4■7%)が最も多かったが,禁煙に成功し,それを
維持している維持期 (30%)も つぎに多かった.し

かし,関心期 (6か月以内に禁煙したい),準備期 (1

か月以内に禁煙する),実行期 (禁煙 6か月以内)
がゼロと少ない結果であった。禁煙に向けた社会的

取り組みが活発になっているにもかかわらず,実際 ,

行動に移そうとしている者が少ないことは,分煙等
で喫煙できる場所が確保されていたり,たばこの価

格が世界的にみても安いなど
11),禁
煙する環境が

整っていないためではないかと考えられる.

また,同居者の喫煙率が低かった。このことより

喫煙には家庭環境よりも社会的環境の影響が大きい

ことが伺える.

さらに,たばこに害があることを知っている者が

多いにも関わらず,無 関心期 (禁煙する気はない)
の者が多いことは,ニ コチン依存症という病名のと

おり,止めたいと思っていても簡単に止められない

という,禁煙の難しさの現実が見えてきた.ま た,

禁煙活動が全世代中,特 に若い世代に浸透していな
いことが伺えることから,成人期を迎える前の早期
の禁煙支援が大切であると考える.
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図7 非喫煙者における喫煙 しない理由 (n=15)
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2.喫煙経験者の実態

喫煙経験者の喫煙開始時期は,大学生が444%,

高校生が2&9%,社会人が222%の順に多 く,約半

数が大学生から喫煙を開始する結果であった。

また,喫 煙開始理由は,「 興味があった」が

59.2%で最も多く,つ ぎに,「人に勧められた」であっ

た。このことより,成入し,職場や大学における人

間関係の幅が広がり, コミュニケーションを図って

いく中で,たばこに興味がわき,勧められるままに

喫煙する機会が増えることが考えられる.

喫煙時間帯で食後が最も多かったのは,食後の満

腹時,消化にエネルギーが使われ,脳が酸欠状態に

近くなる感覚が,ニ コチン欠乏時の感覚に似ている

のではないかと考える.

喫煙経験者のうち準備期 (2人 )と 維持期 (18人 )

の者に禁煙しようと思った理由についてたずねたと

ころ,「健康の為」という回答が45%で ,特に多かっ

た.ま た,維持期 (禁煙して 6か月以上)に は40代

が多いことから,職場での責任ある立場や家族を支

える年代であり,生活習慣病等に気を使い始め,禁

煙に至るものと考えられる.

さらに,維持期の者における,禁煙実行中の禁断

症状は,「 とても吸いたくなる」との答えが多かった .

これは,職場などの環境に問題があり,喫煙者と接

触する機会があることで, より吸いたくなると思わ

れることから,職場内の全面禁煙が必要と考える.

3.非喫煙者の実態

非喫煙者 (喫煙経験のない者)に ,「 なぜ喫煙を

しないか」とたずねたところ,「体に良くない」が

73.3%で ,半数以上であった.ま た,「吸いたいと思っ

たことはあるか」については,「いいえ」が多かった.

これは,非喫煙者は喫煙者と比べ健康意識が高く,

完全にニコチン依存がないことを意味していると言

える.

さらに「喫煙者に対してどう思うか」については,

「やめてほしい」が最も多く,つ ぎに「本人の自由」

という意外な答えが多かった.近年,禁煙・分煙域

が多くなって受動喫煙による害が少ないことから,

他人が吸っていても自身には関係がないと考えるた

めではないかと思われる.

V.結  論

一般市民より無作為に抽出された60人 を対象に実

施した喫煙に関する実態調査より,以下の結論を得た.

1.喫煙経験者は75%(45人 )で ,男性が93.6%,

女性が7.6%の 喫煙率であり,40代 ,50代 のサラ

リーマンが多かった .

2.喫煙経験者の喫煙開始時期は大学生時代が多く,

興味本位からの喫煙が多かった.

3.禁煙に成功した者の多 くは,「 自己および家族

の健康のため」の理由が多かった。

4.非喫煙者は喫煙経験者よりも健康意識が高いこ

とから喫煙したいと思わないが,喫煙者が吸うこ

とに関しては個人の自由であると思っている.

今後の課題として,若者が喫煙を始める前の早期

の禁煙に対する指導や,禁煙に向けての行動変容を

容易にする社会環境を整備していくことが重要であ

る.そのためにも今後,歯科衛生士として禁煙支援

を実践していくにあたり,専門的立場から喫煙者の

心理を理解し,寄 り添いながら,喫煙者を減らして

いきたい.

本研究に関連して,開示すべき利益相反 (COI)

関係にある企業などはない.
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